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●岩木川改修１００周年 記念碑除幕式（8/4）

●岩木川改修１００周年記念 岩木川シンポジウム（12/1）・・・P2
●岩木川船上合同巡視（8/29、31）

●広報活動（巡回パネル展5/10～11/18、懸垂幕等）

●岩木川改修100周年記念事業記録誌・・・P3

岩木川改修１００周年記念事業の実施結果について

☆９９周年（平成29年）プレイベント

●実行委員会設立（H29.7.3）
○広報活動開始

・ポスター・チラシ・新聞広告・懸垂幕作成 等
・ホームページの開設

○岩木川改修事業パネル展
・流域市町村で順次開催

●十三湖水戸口突堤選奨土木遺産認定
記念プレート除幕式（H29.11.25開催）

パネル展
（ H29.4.23 ）

記念プレート除幕式
（H29.11.25）

主催事業

協力事業

共催事業
●岩木川下流部「ヨシ原の火入れ」（4/21）

●浅瀬石川ダム管理３０周年記念シンポジウム（10/11）・・・P4

●流域沿川市町村夏まつり等（立佞武多、ねぶた等）での広報・宣伝（8/4～12/2）
●岩木川クリーンアップ大作戦（ 6月～10月）
●河川技術講演会（あおもりの川を愛する会）（8/4）
●水資源環境フォーラム（岩木川環境公共ネットワーク協議会）（8/8）
●津軽白神湖まつり（9/15）
●りんごの里板柳 まるかじりウォーク2018

（りんごの里板柳まるかじりウォーク実行委員会）（10/8予定）※雨天中止
●岩木川改修100周年記念ウォーキング in五所川原

～歩いて学び・知る“岩木川改修100年の歩み”～
（青森県ノルディック・ウォーク連盟）（10/14）

☆１００周年（平成30年）イベント

直轄改修開始年

（内務省秋田土木出張所岩木川改修事務所開設）

大正7年（1918）

99周年

平成29年
（2017）

100周年

平成30年
（2018）
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※●：今後も引き続き継続、実施団体を支援していきます

議案第１号



 オープニングアトラクション「津軽三味線」
・五所川原第一高等学校 津軽三味線部

 開会挨拶
・実行委員会会長 五所川原市長
・東北地方整備局長

 来賓挨拶
・青森県副知事

 基調講演 「岩木川の歴史と改修の歩み」
・八戸工業大学大学院 教授 佐々木 幹夫氏

 岩木川改修100周年記念ビデオ上映
「現在を魅る津軽の郷 “岩木川”」

 現在の取り組み紹介「岩木川河川整備の状況」
・青森河川国道事務所長

 パネルディスカッション
「地域の宝・岩木川を未来へ継承し、未来へ発信する」

・東奥日報社弘前支社 編集部長 石鉢 康範氏

・青森県防災士会 代表理事 小山内 敬子氏

・弘前路地裏探偵団 団長 鹿田 智嵩氏

・五所川原市観光物産課 立佞武多制作者 福士裕朗氏

・弘前大学農学生命科学部 教授 東 信行氏

・東北地方整備局 河川部長 高村 裕平氏

 閉会挨拶
・実行委員会副会長 弘前市長

平成３０年度 記念事業実施状況 主催事業

●岩木川改修１００周年記念シンポジウム（12/1）
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■日時：１２月１日（土）１３：３０～１６：３０
■場所：五所川原市内（オルテンシア）
■主催：岩木川改修１００周年記念事業実行委員会

内 容
オープニングアトラクション

津軽三味線

開会挨拶
五所川原市長

挨拶
東北地方整備局長

基調講演
八戸工業大学大学院 佐々木教授

現在の取り組み紹介
青森河川国道事務所長

パネルディスカッション

会場の様子

 岩木川改修事業が１００周年という節目を迎える今期を機会に、一世紀にわたる事業の足跡と水害の歴史を振り
返るとともに、改修事業に関わった諸先輩方の業績や教訓を後世に伝え、地域とともに水害に備えた地域づくりや
流域全体の魅力や活力などについて考えることを目的に「地域の宝・岩木川を未来へ継承し、未来へ発信する」を
テーマにシンポジウムを開催し、約４００名の方（満席）が聴講。

閉会挨拶 弘前市長

来賓挨拶
青森県副知事

記念ビデオ上映 ビデオ制作総合プロデュース
請川博一氏



平成３０年度 記念事業実施状況 主催事業

●岩木川改修１００周年記念事業 記録誌

 岩木川改修100周年の改修事業のあゆみや100周年記念事業の活動内容等をまとめた記録誌を作成する。
 今回の100周年を節目とし、治水事業の足跡や主な出来事をまとめるとともに記念事業が流域全体での取り組

みであったことを伝える。
 実行委員会構成機関、シンポジウム出演者等へ配布予定。
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岩木川改修１００周年記念事業記録誌構成

１．表紙

２．発刊にあたり

３．岩木川改修１００周年記念事業実行委員会構成メンバー

４．活動の記録

５．岩木川改修１００周年記念事業
○十三湖水戸口突堤選奨土木遺産認定記念プレート除幕式（H29.11.25）
○岩木川改修１００周年記念碑除幕式（H30.8.1）
○岩木川船上合同巡視（H30.8.29、8.31）
○広報活動

①巡回パネル展（H30.5.10～11.18）
②懸垂幕の掲示

○下流ヨシ原の火入れ（H30.4.21）
○浅瀬石川ダム管理３０周年記念シンポジウム（H30.10.11）
○河川技術講習会（H30.8.4）
○津軽白神湖まつり（H30.9.15）
○岩木川改修１００周年記念ウォーキングin五所川原（H30.10.14）
○岩木川シンポジウム（H30.12.1）
→主催、来賓挨拶、開催状況、議事録、アンケート結果

６．岩木川治水事業のあゆみ



平成３０年度 記念事業実施状況

●浅瀬石川ダム管理３０周年記念シンポジウム（10/11）

共催事業
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 浅瀬石川ダムが完成してから今年で３０周年の節目の年を迎えることを記念し、黒石市の津軽伝承工芸館において
シンポジウムを開催。平日にもかかわらず、会場を埋め尽くす程の約２００名の方が来場。

 浅瀬石川ダムがもたらす“水の恵み・安全・安心”への関心の高さを知ることができた。

大勢の方が駆けつけたシンポジウム会場の様子

パネルディスカッション
～水が結び、育む人と地域～津軽の水の可能性を再考する～

基調講演
～水の価値を知ろう、有無だそう、伝えよう～

＜関連行事＞
●５月１２日（土） ～１３日（日）

・西目屋村の水陸両用バスの浅瀬石川ダム虹の湖
運航（水陸両用バス津軽白神湖ｉｎ虹の湖）

・浅瀬石川ダムクレストゲート試験放流＆ライトアップ
●７月２９日（日）

森と湖に親しむ旬間
ダム湖ふれあいデー （虹の湖公園）

●浅瀬石川ダム３０周年ねぶた



参考資料

5



平成３０年度 記念事業実施状況 主催事業

●岩木川改修100周年 記念碑除幕式（8/4）

100th
Ａnniversary.

To
 五所川原出張所構内において、関係者約８０名が出席し、復元した岩木川改修記念碑の除幕式を開催。

来賓挨拶
八戸工業大学大学院 佐々木教授
（岩木川河川整備委員会委員長）

～オープニングアトラクション～
五所川原立佞武多囃子

（ねぷた製作団体 漣 の皆様）

復元した 岩木川改修記念碑

岩木川の治水に関する石碑全8カ
所をマップ付きで紹介したパネ
ルを展示 6



 ８月２９、３１日の２日間で、沿川首長や河川協力団体、マスコミ等約５０人が参加し、船上合同巡視を実施。
 ３艇に分かれ、川の中から河岸の浸食、樹木等の繁茂状況等の確認、危険箇所等の点検、そして今後の岩木川のあり方・利

活用のための調査・情報共有を行った。
 今回の巡視では、特に緊急に整備を要する危険箇所は無く、今後は必要に応じて整備を行い、一般の方にも利用していただ

けるよう環境・川づくりを進める予定。

平成３０年度 記念事業実施状況 主催事業

●岩木川船上合同巡視（１日目：8/29 上流区間：藤崎出張所管内）

五所川原市

中泊町

つがる市

鶴田町

板柳町

藤崎町

弘前市

田舎館村
平川市

8/31 五所川原出張所管内 8/29 藤崎出張所管内

岩木川

十三湖

第1区間 藤崎町長第２区間 板柳町長

●主な参加者：
藤崎町長、板柳町長、沿川自治体担当者、
マスコミ、河川管理者、河川協力団体 等

岩木川船上巡視区間全長＝９．８km

第１区
第３区

午後の部出発地点
右岸43.0k 板柳河川公園

午前の部出発地点
左岸49.0k 清瀬橋上流

午前の部到着地点
右岸46.0k 新鳴瀬橋下流

第２区

午後の部到着地点
左岸36.2k 保安橋下流

約３．０ｋｍ（４０分）３．０ｋｍ（３０分）３．８ｋｍ（４０分）

乗換地点
左岸40.0k りんご大橋下流
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※強風により午後は中止となった

平成３０年度 記念事業実施状況 主催事業

●岩木川船上合同巡視（2日目：8/31 下流区間：五所川原出張所管内）

五所川原市

中泊町

つがる市

鶴田町

板柳町

藤崎町

弘前市

田舎館村

平川市
8/31 五所川原出張所管内 8/29 藤崎出張所管内

岩木川

十三湖

第1区間 藤崎町長 第２区間 板柳町長

午前の部 鶴田町長

橋上からの撮影（8/29）
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●主な参加者（予定者含む）：
鶴田町長、中泊町長、沿川自治体担当者、
河川管理者、河川協力団体 等

午前の部 乗船区間
約3.0km

所要時間：50分

午後出発地点 右岸11.0k
芦野堰下流

午前下船地点
右岸27.0k 乾橋

午前出発地点
右岸30.2k 鶴田大巻地区

午後の部 乗船区間
約13km

所要時間：2時間20分

午後下船地点
右岸0.0k 若宮水位観測所

＜参加された首長さんからのコメント＞
・初めて川の中から岩木川を見せてもら

い、津軽平野を潤している岩木川の恵
みを強く感じた。

・川の大切さを真剣に考える良い機会を
得たと思った。



平成３０年度 記念事業実施状況 主催事業

●広報活動（巡回パネル展、懸垂幕、ポスター、チラシ、ホームページ）

 巡回パネル展

五所川原市
立佞武多の館1階ホール

（H30.5.10）

日時 場所 会場

5/10～5/22 五所川原市 立佞武多の館 1階ホール

6/18～7/2 弘前市 ヒロロスクエア 3階

7/11～7/25 中泊町 中泊町庁舎内

8/8～8/16 板柳町 板柳町役場 1階ホール

9/11～9/21 西目屋村 津軽ダム資料展示室

10/11 黒石市 津軽伝承工芸館

11/17～11/18 藤崎町 スポーツプラザ藤崎

五所川原市役所

 懸垂幕の掲示

・五所川原市、つがる市、弘前市、西目屋村、田舎館村
・青森河川国道事務所、五所川原出張所

弘前市
ヒロロスクエア 3階

（H30.6.18）

板柳町役場 1階ホール
（H30.8.10）

中泊町庁舎内
（H30.7.12）

青森河川国道事務所 五所川原出張所
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西目屋村役場 田舎館村役場

弘前市役所

つがる市役所

西目屋村 津軽ダム資料展示室
（H30.9.15）

黒石市 津軽伝承工芸館
（H30.10.11）

 他、ポスター、チラシ、ホームページでの情報提供を実施



平成３０年度 記念事業実施状況

●岩木川下流部「ヨシ原の火入れ（4/21）

共催事業

 岩木川下流部「ヨシ原」は、貴重な生物の生息・繁殖地となっているが、地域が伝統的に実施してきたヨシの刈り
取りや火入れが行われなくなり、ヤナギなどの進入により、環境劣化が進行し、環境改善と保持が喫緊の課題。

 そこで、今年、岩木川の改修100周年となることを契機に、環境の保全のため、ヨシ原の火入れの復活に向け、 「
岩木川ヨシ原の火入れ検討会」を組織し、現地実験実施。当日は火入れ作業関係者等約100名が参加。

地域伝統の復活 「火入れ」

岩木川

4月21日実施状況

十三湖

中泊町
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火入れ前の説明の様子

火入れ作業スタート

沢山の関係者や見学の方々

岩木川



市町村 まつり 機関 内容

五所川原市 夏祭り
（立佞武多）

8/4～8/8 ・立佞武多の先頭宣伝車に岩木
川改修100周年の看板を設置。

中泊町 なかどまりまつり 8/10、11 ・ロゴマークの掲示

西目屋村 津軽白神湖まつり 9/15 ・100周年タイトルの掲示

鶴田町 つるたまつり（ねぶた） 8/10、11 ・100周年PRの掲示

板柳町 ①りんごの里いたやな
ぎ花火大会
②りんごの里板柳まる
かじりｳｫｰｸ
③町民祭

①8/11
②10/8
③12/1～12/2

・①、②、③ロゴマーク等の掲示

※②は台風のため中止

藤崎町 第6回ふじさき秋まつり 11/17～11/18 ・ロゴマークの掲示

平成３０年度 記念事業実施状況

●流域沿川市町村夏まつり等での広報・宣伝（8/4～12/2）

協力事業

H30.10.1時点

 夏祭り（立佞武多やサマーフェスティバル等）で１００周年ロゴマーク等をいれてPR。

H30.8.4
五所川原立佞武多

H30.8.11
なかどまりまつり

H30.9.15
西目屋村 津軽白神湖まつり

H30.8.11 板柳町
りんごの里いたやなぎ花火大会 11

H30.8.10
つるたまつり

H30.10.８ 板柳町
まかじりウォーク→雨天中止

H30.11.17～1８ 藤崎町
ふじさき秋まつり



平成３０年度 記念事業実施状況 協力事業

●岩木川クリーンアップ大作戦（6/15~11/26）

 岩木川流域全川において統一的な清掃活動を展開中。
 今回の岩木川100周年を契機に今後も岩木川流域一体の環境美化活動として継続してもらう。

（株）みちのくクボタの皆さん

市町村 団体名等 直轄
区間

直轄
区間
外

参加人数

五所川原市 ①神原堤防保護組合
②蒔田堤防保護組合
③下藻川地区堤防組合
④藻川グリーンクラブ 9/8～9、
⑤友会倶楽部 9/15～17
⑥三好草刈り部隊
⑦高瀬町内会

○
○
○
○
○
○
○

①13名
②7名
③61名
④31名
⑤6名
⑥8名
⑦50名

西目屋村 （株）前山組（6/15） ○ 12名

板柳町 ①板柳町老人クラブ連合会（7/6）
②青い森信用金庫 板柳支店（7/7）

○
○

①13名
②10名

青森河川国
道事務所

①(株)キタコン（6/20,10/10）[弘前市、鶴田町]
②岩木川漁協協同組合（7/8）[弘前市]
③十三漁業協同組合･車力漁業協同組合(7/12)[五所川原市]

④(株)みちのくクボタ（7/28）[藤崎町]
⑤(株)大成コンサル(11月まで毎月実施)[弘前市]
⑥北地区コミュニティ会議（8/5）[弘前市]
⑦日本振興（株）東北支店（9/22）[五所川原市]
⑧弘前航空電子(株)(9/29)[弘前市]
⑨ニッカウィスキー弘前工場(10/4)[弘前市]
⑩(株)増川プロジェクト技建(10/20)[弘前市]

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

①延べ24名
②14名
③101名
④67名
⑤延べ23名
⑥25名
⑦13名
⑧70名
⑨45名
⑩24名

計20団体 計617名(延べ人数含む)

板柳町老人クラブ連合会の皆さん 青い森信用金庫板柳支店の皆さん
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岩木川

日本振興（株）東北支店の皆さん

岩木川クリーンアップ 実施位置図
：実施箇所

凡 例

：実施区間

※来年度以降も引き続き、継続して実施し、情報共有を図っていきたい。 （株）前山組の皆さん



平成３０年度 記念事業実施状況

●河川技術講演会（8/4）

協力事業

歓迎挨拶
五所川原市 佐々木孝昌市長

開会の挨拶
佐々木幹夫会長

講演 参議院議員 足立敏之氏

講演 東北地方整備局 河川部長 高村裕平氏 13
会場の様子



平成３０年度 記念事業実施状況

●水資源環境フォーラム（8/8）

協力事業

開会挨拶
中泊町 濱舘豊光町長 講演 青森県 三村申吾知事

講演 衆議院議員 津島淳氏

トークセッション

14会場の様子



平成３０年度 記念事業実施状況

●津軽白神湖まつり（9/15）

協力事業
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 岩木川改修１００周年・白神山地世界自然遺産登録２５周年の節目の年として、西目屋村が主体となって開催。
 当日は絶好の青空の下、約１，５００名もの来場者が、『カヌー・ＳＵＰ体験』、『水陸両用バス』などを体験。
 また、『岩木川＆白神山地クイズ大会』や関西目屋村長、ＮＰＯ法人「岩木川と地域づくりを考える会」佐々木会

長、歌手の吉幾三さんを交えての岩木川や津軽ダムに関わる『トークショー』など多彩なイベントで盛り上がった｡

『記念放流』の迫力に圧倒！！

岩木川流域自治体物産販売ブーストークショー

中央が“好きです西目屋ふるさと親
善大使”で歌手の吉幾三さん。

水陸両用バス 津軽白神湖でのカヌー体験



平成３０年度 記念事業実施状況

●岩木川を歩く（10/14）

 青森県ノルディック・ウォーク連盟において、五所川原市周辺に建立された岩木川の治水に関する石碑を歩き
ながら学んで知ってもらい、治水事業への理解を深めてもらおうとウォーキングイベントを開催。

 五所川原市長の開会挨拶の後、晴天に恵まれた爽やかな秋空のもと、約７０名が参加し汗を流した。

協力事業

16
岩木川堤防天端でのウォーキングの様子 昭和10年洪水当時の新聞記事を確認

岩木川改修100周年記念ウォーク in五所川原

担当者から説明をきいている状況


